



















































































































































































































































































































































































































































































































2) G ・ダウニ－ r地中海都市の興亡 アンティオキア千年の歴史－J（小川英雄訳，新潮選書，
1986年）， 66頁。これは，名著の誉れ高いより大部の主著を著者自身が一般読者向けに縮小して出
版したものである。キリスト教時代のアンティオキアについては，Walace Hadril, D. S., Christ-
ian Antioch. A stuaかofearly Christian thought in the East, Cambridge University Press, 1982 
229 
3）ウェイン・ A・ミー クス I古代都市のキリスト教ーパウロ伝道圏の社会学的研究 』（加山久
夫監訳・布川悦子・挽地茂男訳，ヨルダン社， 1989年＝ Meeks, Wayne A., The First Urban 
Chηstians. The Social World of the Apostle Paul, Yale University Press, 1983 ), 81頁。また，
Meeks, W. A. and R. L. Wilken, Jews and Christians in Antioch in the First Four Centuries of the 




と認めている。 cf.W. A. Meeks and R. L. Wilken, ibid 
5) S・アップルバウム「ディアスポラにおけるユダヤ人共同体組織」（S.サフライ， M・ シュテ
ルン編 『総説・ユダヤ人の歴史 キリスト教成立時代のユダヤ的生活の諸相一中J（長窪専三・
土戸清・川島貞雄訳，新地書房， 1991年， 93-137頁＝ Safrai, S. and M. Stern (eds.), The Jewish 
People in the First Century. Compendia Rerum Iudaicarum ad Novum Testamentum. Section One 
Vol. 1, Van Gorcum I Fortress Press, 1974, pp. 464 -503），特に117£.さらに同「ディアスポラ
におけるユダヤ人共同体の法的地位」（同書， 43-92頁＝ ibid., pp. 420-463）参照。
6）フラウィウス・ヨセフス fユダヤ古代誌Jxn. 119 （秦剛平訳，山本書店，1979年， 107-108頁），
同 『ユダヤ戦記JVI, 43£. （秦剛平訳，山本書店， 1982年， 205～206頁）。 S・アップルバウム，
前掲「法的地位」に関する論文における議論も併せて参照。
















10）アンティ オキアにおけるパウロの 〈見習期間〉については，Ollrog, W. H., Paulus und seine 
230 阿部 ：異邦人の使徒の道をたどって






12）ア ンティオキアのモザイクについては，ダウニー，前掲書188-212頁およびHatayMuseum und 
die Umgebung, Donmez Offsett, Ankara, n. dを参照。
13）著名な哲学者キケロも，前52-51年属州総督と して駐在したことがある。
14）サーズは洋梨を縦に二つに割り長い樽をつけたような トルコ地方を代表する援弦楽器。トルコ系










1989年），井上靖他・ NH K取材班『すべての道はローマに通ずーイスタンプール・ギリ シア ・
イタリア J （日本放送出版協会，1984年）他。
17）カッパドキア教父については， Iキリスト教神秘主義著作集 1 ギリシア教父の神秘主義』（教










位階論j，『教会位階論j，そして十通の手紙がある。最近，校訂版が完成した。 Suchla,B. R 
(Hrsg.), Corpus Dionysiacum L Pseudo-Diaηysius Areopagita DE DIVINIS NOMINIBUS, Walt巴rde 
231 
Gruyter, 1990 ; Heil, G. & A. M. Ritter, Corpus Dionysiacum I. Ps側めDionysiusAreopagita DE 
COELESTI HIERARCHIA, DE ECCLES/AST/CA HIERARCHIA, DE MYST/CA THEOLOGIA, 
EPISTULAE, Walter de Gruyter, 1991.他に Luibheid,C., Pseudo-Dionysius The Complete Works, 
Paulist Press, 1987.研究書として， Louth, A. Denys the A何opagite,Geoffrey Chapman I More 
house-Barlow, 1989, Rorem, P. Biblical and Liturgical Sy1ηbols within the Pseudo Dionysian Synth-
esis, Pontifical Institute of Mediaeval Studies, 1984 , Idem, Pseudo-Dionysii必 ACommentaηon 
the Texts and an Iηtroduction to Their lnflueπce, Oxford University Press, 1993.等を参照。








ども，二つのペルソナの対話は成立しうる 「微妙な状態」 を誼った詩として， この詩を引用した。
彼は「神的われ」を「神そのものの IわれJJと，「神顕的われ」を 「神が透き通しになっている人
間の『われ』jと説明する。井筒俊彦 『イスラーム哲学の原像j（岩波新書， 1980年）。引用は 『井
筒俊彦著作集 5 イスラーム哲学』 （中央公論社， 1992年，331-495頁）.414頁。スーフイズム
については他に『イスラーム思想2J （岩波講座東洋思想 第四巻，岩波書店， 1988年），特にその
中のアンネマリー・シンメル 「古典的スーフイズムー神秘思想とその象徴的表現」（小田淑子訳，
50-84頁）等を参照。
20) Mitchell, Stephen，“ANTIOCH OF PISIDIA" in The Anchor戸 BibleDicticnary by D. N. Freed-
man (editor in chief), Vol 1, Doubleday, 1992, pp. 264£. 
21) Casson, Lionel, Trarel in The Ancient World, Hakkert, 1974, p. 127. R ・ Fホック 『天幕っくり
パウロ その伝道の社会的考察』（笠原義久訳，日本基督教団出版局，1990年＝Hock, R.F., The 
















22) 1コリント 4: 11, 2コリント11: 27の記述等を参照。
23）ポイティンガ一地図と呼ばれる。この地図や当時の旅行の実態については，カッソン，前掲書
176頁以下および藤原 武 『ローマの道の物語j96頁以下参照。さらにミークス，前掲書，46頁以下，
高見三明「パウロの宣教旅行の社会学的状況」 『大神学院紀要』第6号，福岡聖スルピス大神学院，
1992年， 77～87頁参照。
